
○平成26年度に初めて団体登録を希望するボランティア
グループは１月中に必要書類を提出してください。
必要書類の入手方法や詳細についてはお問い合わせ
ください。
○平成25年度に登録されている団体には１月中旬に必要
書類を郵送します。スケジュールについては郵送された
書類をご確認ください。団体登録には毎年度手続きが
必要です。

ボランティアの広場＊ボランティアに関するご相談、お問い合わせ、講座のお申し込みは、
　町田ボランティアセンター（TEL:725-4465）へ＊
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広報部会員が
取材しました

福島の子どもたちにとびきりの笑顔を
～はちみつ會～

　「うわぁ、オタマジャクシだ！」バスを降りた子どもたちは
水際を全速力で走りだす。水辺を覗き込み歓声をあげ、その
うち飲み込みそうなくらい顔を近づけては「はっ」とした表情
で大人たちの顔を見る。普通なら「オタマジャクシにさわっても
いい？」と見えるこの表情だが、福島からやってきたこの子たち
には、まず「この水に触れてもいいの？」という確認なのだ。
　「はちみつ會」は、東日本大震災で原発事故に遭った福島に住んでいる子どもたち
を自然の中で思い切り遊ばせる目的で、町田市大地沢青少年センターでキャンプを
している。代表の横山さんは「福島は母方の実家。雄大な自然に囲まれ、真面目で
我慢強く人柄も大らかなんです」と福島のことを誇らしげに話す。しかし、現状の
話になるとその表情は曇る。子育て中の母親の「土はダメ。風の強い日はダメ。雨
に濡れてもダメ。いえ、乾いても風で舞うからダメ」と子どもを自由に外へ出して
やれない日常は悲しすぎると言う。

　横山さんがはちみつ會を立ち上げるに至った
原点は、チェルノブイリの原発被災者の手紙を
読んだことだった。文面から伝わる脅えや閉そく
感に戸惑いを覚え、今回の原発事故でそれは衝撃
となった。初めは賛同してくれた仲間とふたりで
はちみつ會をスタートし、今は大学生から70代
の大先輩までの９人を中心に、当日には様々な
ボランティアの方たちの力を借りて活動している。
遊び、料理、キャンプなど、それぞれの特技を
持ち寄って子どもや家族と大いに遊ぶ。出来れば
もっと仲間を増やしたいとの願いもある。
　大地沢は境川の源流だ。閉め切った窓から飛び
出して、たっぷりと緑と水に浸り、僕らのエール
を福島に持ち帰ってもらいたいと横山さんは言う。
「僕は裏方。車の運転ができる人、手伝ってくだ
さい！新鮮な野菜を作っている方、どうぞ分けて
ください！そして福島を見ていてください！」

そう言って見つめ返す顔は自然で純粋で雄々しくもある。「ただ僕にできることを
やりたかったんです」横山さんの迷いのない笑顔の向こうに、元気にはしゃぐ
子どもたちの笑い声が聴こえるようだった。　　　　　　　　　　（聞き手　岩間）
連絡先：070－6479－3655（八木）

受 講 生 募 集

横山　正浩さん
よこやま まさひろ

●高齢者への支援
　イリーゼ町田井の花デイサービスセンター/大蔵町〔手芸、ピアノ演奏、傾聴、お茶出しなど〕
　ケアフルクラブ悠々園/能ケ谷
　〔大人の学校 悠々学園の講師 ※高齢者が興味を持ちそうな内容をお話してくださる方の募集〕
　エルダーホームケア町田/木曽東
　〔折り紙・絵画・紙芝居・マジック・脳トレなどお手伝い、楽器演奏・歌などの披露〕
　清風園/金井〔シーツ交換、車イス清掃〕
　芙蓉園/鶴間〔麻雀のお相手、補助〕
　ケアセンター成瀬/成瀬台〔寄せ木細工、木工等のプログラムの手伝い〕
　高ヶ坂ひかり苑/高ヶ坂〔行事・レク等の手伝い、書道クラブの講師、シーツ交換〕
　ヴィラ町田/相原町〔傾聴、シーツ交換、トランプや囲碁等のゲーム相手、楽器演奏〕

町田市役所で開催します

「防災とボランティア週間」に出展します！

　ボランティア登録団体と町田ボランティアセンターが、町田市役所で開催
される「防災とボランティア週間」にパネル展示いたします。
　お近くにおいでの際は、ぜひ、お立ち寄りください。

展示内容
 ・生涯学習コーディネーターの会：被災地の方々が書いた絵手紙
 ・町田災害ボランティアの会：活動紹介（各地域で開催されている講演会・まちあるき）
 ・町田ボランティアセンター：災害ボランティアセンターについて
展示期間：１月14日～１月17日
展示時間：１月14日 午前９時～午後５時
　　　　　１月15日～17日　午前８時30分～午後５時（最終日は早めに終了予定）
展示場所：町田市役所　１階　ロビー

～ここで掲載している活動以外にもまだまだあります。
　町田ボランティアセンターでは、ボランティア活動に関する相談・活動先の
紹介を行っていますので、ぜひご相談ください。

【開所日】祝日を除く月～土（午前８時30分～午後５時15分）

もっとボランティア！ 今すぐアクセス　 http://www.machida-shakyo.or.jp

●障がい児・者への支援
　共働学舎/小野路町〔利用者と共に農作業、竹林の整理〕
　OBパワーズ/図師町〔町田の丘学園卒業生への支援〕
●児童への支援
　東京科学少年応援計画/玉川学園〔小学生から高校生への学習支援、軽度発達障がい児
　への社会的スキルを加味した学習支援〕
●その他
　日本赤十字社　東京都赤十字血液センター／町田〔受け付け補助、広報活動〕

募集しています！
ボランティア

さあ～、あなたの出番です
～詳細は町田ボランティアセンターまで～

「木工遊び～おしゃべりもはずむね～」

「ほら、オタマジャクシがいっぱいいるよ」

まちカフェ　共催イベント・出展

タイトル：ご近所の底力からみた地域のつながり
　　　　　　　　 ～地域がつながるまちだ～
日　　時：１月19日（日）　午後２時～４時
会　　場：町田市役所　市民協働おうえんルーム
講　　師：黒川　敬 氏
　　　　　（テレビ番組「難問解決！ご近所の底力」チーフディレクター）
入　　場：先着120名程度（直接会場へ）
※まちカフェ実行委員会に参加、出展します。ボランティア相談・成年後見相談あり。

まちカフェ内講演会・ブースにお越しください。

平成
26年度

　町田ボランティアセンターでは団体登録をしたボランティアグループに対し、
会議室やロッカーの貸し出し、印刷室の利用、市広報への情報掲載などの
支援を行っております。平成25年度は168団体が登録され、様々な分野で活動
されています。なお、グループ登録には審査があります。

ボランティアセンターへの
団体登録について
ボランティアセンターへの
団体登録について

　地域で活動している団体が、それぞれの活動を振り返るとともに、今後のステップアップ
を考える講座です。また、これから活動を始める方や個人で活動されている方にもヒントに
していただける内容を町田市市民部市民協働推進課と共催で行います。

会　　場：町田市役所　２階　市民協働おうえんルーム
対　　象：市内でボランティア・市民活動をしている、または予定している団体（個人も可）
 ※ 一団体、３名まで
日　　時：前編　２月８日（土）　午前10時～正午 
 後編　２月15日（土）　午前10時～正午
内　　容：前編　個人と団体との関わり方を考えよう！～私と組織の関わり～
 【講師】まちだNPO法人連合会　会長　長田　英史　氏
　　　　　　　　参加者同士が交流しながら組織や活動を見直せるワークショップ。
 後編　団体と社会とのつながり方を考えよう！～組織と社会のつながり～
 【講師】東京ボランティア・市民活動センター　相談担当専門員　森　玲子　氏
　　　　　　　　法人格に関する知識を学べる講義。
定　　員：40名（先着順）
参　加　費：500円（消費税込み）　
申し込み：電話・FAXにて町田ボランティアセンター（電話725－4465・FAX723－4281）
 または、町田市市民協働推進課（電話724－4362・FAX050－3085－6517）へ。
 氏名（ふりがな）、住所、電話番号、メールアドレス、団体名（あれば）をお伝え
 ください。

～活動をより活発にするには？ 私たちのカタチ探し～
ボランティア・市民活動団体支援講座

（2）第173号 2014年1月ま ち だ 社 会 福 祉 だ よ り

（4）第173号 2014年1月ま ち だ 社 会 福 祉 だ よ り

第173号（3）2014年1月ま ち だ 社 会 福 祉 だ よ り

1/10㈮発売 ６才～1/10㈮発売 ６才～1/10㈮発売

4/1㈫ PM2:00開演
入場料　5,000円 1/22㈬発売 ６才～

4/23㈬ ①AM11:30開演 ②PM3:30開演
入場料　6,500円
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